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 一　般　質　問 12 人が市政を問う

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
学
を
熟
知
し
た
調
理
師
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
焼
却
施
設
に
つ
い
て

　

施
設
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は

◆
農
林
部
長

　

平
成
28
年
度
に
農
林
水
産
省
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
ま
ず
は
試
み
と
し
て

焼
却
炉
１
基
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
法
的
観
点
な
ど
も
含

め
環
境
部
と
協
議
中
で
す
。

農
振
地
域
内
に
お
け
る
除
外
手
続
関
連

に
つ
い
て

　

年
１
回
の
受
付
回
数
を
年
複
数
回
に

す
る
な
ど
手
続
き
の
迅
速
化
と
制
限
の

緩
和
を

◆
農
林
部
長

　

平
成
21
年
に
農
地
法
が
大
幅
に
改

正
さ
れ
、
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

に
お
け
る
書
類
審
査
が
、
そ
れ
以
前
に

比
べ
非
常
に
厳
格
と
な
り
ま
し
た
。
除

外
後
に
お
け
る
正
当
な
転
用
目
的
は

も
ち
ろ
ん
、
周
辺
農
地
と
の
連
担
性
や

担
い
手
へ
の
集
積
、
公
共
投
資
の
有
無

等
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
の
精
査
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
農
業
委
員
会

な
ど
関
係
す
る
３
つ
の
会
議
で
の
審

議
を
経
な
く
て
は
な
ら
ず
、
会
議
で
必

要
な
書
類
整
理
は
勿
論
、
現
地
の
下
見

や
、
申
請
者
と
の
面
談
に
よ
る
細
部
に

わ
た
る
聞
き
取
り
な
ど
に
、
ど
う
し
て

も
手
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
と
地
域
力
向
上
に
つ
い
て

　

市
内
の
雇
用
状
態
に
つ
い
て
、
特
に

若
者
雇
用
対
策
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
に

つ
い
て

◆
観
光
商
工
部
長

　

企
業
と
求
職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

と
し
て
、
毎
年
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
２
月
に

星
雲
会
館
で
開
催
し
、
38
の
事
業
所
が

参
加
さ
れ
、
個
別
の
ブ
ー
ス
で
就
職
面

談
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職
相
談
や
下

呂
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

に
よ
る
就
農
相
談
も
行
わ
れ
、
55
名
の

求
職
者
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
地
域
活
性
枠
に

　

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
３
倍
と

な
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
、
更
に
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
創

意
工
夫
に
よ
り
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
や
超

限
定
商
品
の
謝
礼
品
を

◆
経
営
管
理
部
長

　

寄
附
金
使
い
道
の
明
確
化
に
つ
い
て

は
、本
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
「
第

２
次
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本
目
標

を
ベ
ー
ス
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
出
来
な

い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寄
附

者
へ
の
謝
礼
品
と
し
て
、
新
た
に
小
坂

の
滝
め
ぐ
り
や
、
金
山
の
筋
骨
め
ぐ
り

等
の
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
追
加
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
に
つ
い
て   

　

候
補
地
、
規
模
な
ど
具
体
的
計
画
の

中
味
は

◆
教
育
部
長

　

仮
称
「
下
呂
市
南
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
」
は
旧
金
山
病
院
跡
地
を
建
設
用

地
と
し
て
、
金
山
地
域
の
小
中
学
校
と

中
原
小
学
校
の
６
校
を
対
象
に
１
日
約

５
０
０
食
を
提
供
で
き
る
施
設
で
、
平

成
30
年
度
か
ら
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
仮
称
「
下
呂
市
中
央
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
」
は
、
萩
原
地
域
の
下
呂

市
が
所
有
す
る
土
地
で
、
有
効
で
効
率

的
な
活
用
が
で
き
る
用
地
を
選
定
し
、

小
中
学
校
14
校
分
の
１
日
約
２
５
０
０

食
を
提
供
で
き
る
施
設
で
、
平
成
31
年

度
か
ら
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

濁
河
温
泉
高
原
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る
同

セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
大
胆
か
つ
積
極
的

支
援
を

◆
経
営
管
理
部
長

　

平
成
26
年
度
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、
誘
致
活
動
強
化
事

業
を
３
年
間
を
目
途
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
ま
た
ア
ス
リ
ー
ト
に
対
す
る
栄
養

地
域
力
向
上
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
現
在
ど
の

よ
う
な
観
点
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

①
高
校
生
対
象
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

つ
い
て

◆
観
光
商
工
部
長

　

益
田
清
風
高
校
３
年
生
全
員
を
対

象
に
、
６
月
５
日
地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高

校
生
に
地
元
企
業
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
高
校
卒
業
後
や
大
学
等
の
卒

業
後
は
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

生
徒
、
教
員
に
も
好
評
で
次
年
度
以
降

も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

②
移
住
者
対
策
、
更
に
は
Ｕ
タ
ー
ン
を

目
指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
観
光
商
工
部
長

　

今
年
度
か
ら
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
の
交
付
金
対
象
事
業
で
、
市
内

の
就
職
者
だ
け
で
な
く
、
市
外
へ
の
就

職
者
や
就
農
者
も
対
象
と
し
、
年
齢
要

件
も
拡
大
し
家
賃
補
助
だ
け
で
な
く
、

住
宅
購
入
に
対
す
る
補
助
も
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

一 木 良 一 議 員

９　番
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導
入
さ
れ
ま
し
た
。
下
呂
市
で
の
導
入
は

◆
総
務
部
長

　

木
曽
町
は
登
山
届
の
提
出
が
条
例
で

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
独
自
の

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
導
入
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
下
呂
市
は
登
山
届
の
提
出

が
県
条
例
で
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
紙

ベ
ー
ス
登
山
届
の
提
出
、
回
収
、
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
の
体
制
を
維
持

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
者
の
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

　

明
年
夏
の
参
議
院
選
挙
か
ら
選
挙
権

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
投
票
率
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
周

知
を
図
る
必
要
性
は

◆
総
務
部
長

　

下
呂
市
で
は
、
選
挙
期
間
中
の
広
報

と
し
て
、
チ
ラ
シ
や
選
挙
公
報
の
配
布
、

同
報
無
線
で
の
啓
発
、
選
挙
広
報
車
に

よ
る
巡
回
、
さ
ら
に
は
街
頭
で
の
啓
発

グ
ッ
ズ
の
配
布
等
を
通
し
て
有
権
者
へ

の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
選
挙
の
な
い
期
間
の
啓
発
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
特
に
18
歳
か
ら
20
歳
の
若
者
に
対
し

て
の
周
知
に
つ
い
て

◆
総
務
部
長

　

高
校
生
の
皆
さ
ん
に
選
挙
の
仕
組

み
や
意
義
を
伝
え
、
投
票
所
に
出
か
け

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
学
校
と
一
緒
に

な
っ
て
、
模
擬
投
票
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
市　

長

　

昨
年
８
月
の
豪
雨
時
に
、
山
之
口
地

区
は
自
主
的
に
災
害
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
、
お
年
寄
り
の
見
守
り
活
動
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
福

祉
が
防
災
に
も
つ
な
が
る
１
つ
の
例
で

す
が
、
そ
う
い
っ
た
地
域
づ
く
り
を
下

呂
市
全
体
で
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

◆
福
祉
部
長

　

仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
住

民
に
身
近
な
生
活
支
援
活
動
・
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
事
業
主
体
が
連
携
し
た
協
議

体
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と

役
割
に
つ
い
て

◆
福
祉
部
長

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
直

営
で
専
門
職
９
名
の
職
員
に
よ
り
運
営

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
か
ら
の
相
談
件

数
の
増
加
、
困
難
事
例
へ
の
対
応
、
休

日
・
夜
間
の
対
応
、
地
域
へ
の
訪
問
な

ど
実
態
把
握
を
進
め
て
い
く
上
で
適
切

な
人
員
体
制
を
確
保
し
、
セ
ン
タ
ー
の

充
実
強
化
を
進
め
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

◆
経
営
管
理
部
長

　

若
い
方
に
下
呂
市
に
定
住
い
た
だ

き
、
そ
し
て
結
婚
に
結
び
付
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
下
呂

市
に
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
今
年
度

策
定
す
る
総
合
戦
略
の
中
で
練
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

御
嶽
に
つ
い
て

　

県
条
例
で
御
嶽
山
も
登
山
届
が
義
務

化
と
な
り
ま
し
た
。

①
風
評
被
害
も
あ
り
、
濁
河
地
区
へ
の

観
光
客
や
登
山
者
の
減
少
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
現
在
の
状
況
は

◆
観
光
商
工
部
長

　

濁
河
温
泉
の
宿
泊
者
数
は
、
昨
年
９

月
27
日
に
御
嶽
山
が
噴
火
し
て
以
降
、

今
年
の
６
月
ま
で
、
平
均
値
で
前
年

度
を
超
え
て
い
る
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
で
は
小

坂
・
高
根
・
久
々
野
・
朝
日
の
御
嶽
山

麓
地
域
に
宿
泊
さ
れ
た
方
に
１
０
０
０

円
分
の
お
ん
た
け
ク
ー
ポ
ン
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

②
入
山
規
制
の
見
通
し
は

◆
総
務
部
長

　

現
在
は
火
口
か
ら
２
㎞
、
五
の
池
小

屋
以
南
で
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
２
で
す
の

で
、
長
野
県
側
と
協
議
を
し
な
が
ら
、

摩
利
支
天
山
ま
で
の
規
制
緩
和
を
進
め

て
い
ま
す
。

③
長
野
県
木
曽
町
で
は
、
独
自
に
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
開
発
会
社
の
登
山
届
を
試
験

地
域
福
祉
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て

①
下
呂
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福

祉
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
現
状

◆
福
祉
部
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
と
し
て
は

地
域
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

福
祉
、
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
活
動

団
体
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

職
員
数
は
27
年
４
月
現
在
で
２
４
０
人

で
す
。
ま
た
平
成
27
年
度
予
算
規
模
は

10
億
４
６
３
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組
む
地
域

福
祉
事
業

◆
福
祉
部
長

　

地
域
福
祉
推
進
事
業
と
し
て
は
、
近

隣
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
を

図
る
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
、
福
祉
教
育
推

進
事
業
、
福
祉
相
談
事
業
、
福
祉
車
両

貸
出
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の

た
め
の
地
域
福
祉

・
地
域
で
の
生
活
支
援
、
見
守
り
体
制

の
仕
組
み
づ
く
り

伊 藤 嚴 悟 議 員

８　番

田 中 副 武 議 員
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（公明党）




